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波長側の550-700nm 領域に電荷移動 (Charge Transfer : CT と略す)相互作用に起因する幅広い
戸hdハUワω
吸収帯によって特徴づけられる。このスペクトルは正反応であるβークロルーD-アラニンの好気条件下






条件下で反応中間体を生成させ，ジチオナイト，または EDTA， 3 ーメチルルミフラピン共存下での
光還元のいづれかの方法で，嫌気条件下で還元した。この際の反応生成物の同定は，アミノ酸，ケト
酸についてそれぞれ高圧ろ紙電気泳動を行い，呈色反応による易動度の確認と放射活性の検出によっ
て行った。その結果14C ラベルされたアミノ酸としては ， ß-クロルアラニンのみで，アラニンは認め
られなかった。ケト酸に関しては，逆反応の出発物質の 2- 14C- クロルピルビン酸に放射活性が認めら


















ミノ反応と脱離反応は カルパニオンを共通の中間体とするのでなく， 2 つの別別の協奏的反応の経
路を辿るという仮説を証明することになった。
以上の結論は本酵素の反応機作を探求する上において，寄与するところが大きいと評価される。
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